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別記様式第 4号 

会 議 等 結 果 報 告 書 

会議区分 会 議 ・ 打合せ ・ 協 議 
文書番号  

決裁期日 令和元年 月  日 

名 称  令和元年度社会教育委員兼公民館運営審議会委員会議（第 2回） 

日 時 令和元年９月１０日（火）１８時００分～１９時４０分 

場 所  社会教育総合センター 大集会室 

出席者 

 委員１１名 小山田、中川、辻、大西、和田、冨田、稲毛、仲島、黄田 

北向、鶴谷 

事務局８名 教育振興課長、社会教育班主幹、北川主査、長谷川主査、 

      島田主事、管野主事、轟木主事、岸主事 

内 容 

会議の内容要旨 

１ 報告事項 

 ・会議等出席報告 

 ・令和元年度社会教育関係事業（6月～9月分）の実施報告について 

２ 協議事項 

 ・第 59 回北海道社会教育研究大会(十勝大会)兼全国社会教育委員連合北海道

ブロック大会 

 ・社会教育委員が担う他の委員への選出について 

・第９次社会教育中期計画令和元年度社会教育事業の検証・評価（各部会）に

ついて 

３ その他 

 

稲毛委員長：報告事項について事務局より説明を求める。 

稲毛委員長：7 月 8～9 日(金)札幌市 第 39 回北海道市町村社会教育委員長等研

修会(札幌市、7月 8～9日) 出席。１日目パネルディスカッション「社会教育

と学校教育の連携・協働を進めるために」学校教育の支援については PTAのみ

ならず地域の方々の協力が必要となっている。コミュニティ・スクールや地域

学校協働本部が地域とつなぐ機能を持ち活動している。地域コーディネーター

の役割は先輩から引き継いでいるが、学校と地域の結びつきが不可欠である。

２日目グループワーク、５～６人のグループで地域や社会教育委員の状況を話

し合った。 

大西委員：7月 18～19日(木・金)幌加内町 上川管内社会教育委員兼公民館運営

審議会委員等合同研修会 稲毛委員長、和田委員、大西委員、眞鍋主幹(事務局) 



内 容 

 出席。はじめに上川管内社会教育委員連絡協議会表彰が行われ、13名の方が表

彰された。（表彰者：大西委員、仲島委員）その後、基調講演「みんなで支え

合う町づくりを目指して」講師 北村康栄 氏(幌加内町保健福祉課副主幹)。

北海道幌加内高等学校（幌加内町立定時制高校）を視察した。２日目分科会テ

ーマにより７つに分かれ話し合った。令和 4年度に上富良野町で開催予定。 

事務局：4～8頁 社会教育関係事業(4～5月)実績及び年間計画について報告。 

稲毛委員長：青少年海外派遣育成事業の応募状況。 

事務局：中学生 6名、高校生 3名。 

（各委員意見無し） 

稲毛委員長：協議事項について事務局より説明を求める。 

事務局：10月 10～11日帯広市 第 59回北海道社会教育研究大会(十勝大会)兼全

国社会教育委員連合北海道ブロック大会の開催について説明。稲毛委員長、中川

委員、辻委員、眞鍋主幹(事務局) 出席予定 

（各委員特に意見無し） 

事務局：社会教育委員が担う他の委員への選出について、上富良野町民生委員推

薦会委員の選出（任期：R1.10.1 から 3 年間）について 1 名推薦、現委員は稲

毛委員長が選出されていることを説明。 

（出席委員より稲毛委員長推薦の声) 

稲毛委員長：引き続き、私が務めさせていただく。 

事務局：第 9次社会教育中期計画令和元年度社会教育事業の検証・評価を各部会

に分かれ 19 時まで実施、初めに部会長、副部会長を選出、部会長には部会進

行とその後全体で報告をお願いする。 

（18時 20分～19時まで３部会に分かれ協議) 

稲毛委員長：部会長・副部会長の報告を求める。 

仲島委員：第 1部会 部会長 仲島委員、副部会長 北向委員 

稲毛委員長：第 2部会 部会長 辻委員、副部会長 大西委員 

中川委員：第 3部会 部会長 中川委員、副部会長 佐川委員 

稲毛委員長：協議事項について部会長より報告を求める。 

第１部会長：認定こども園等関係機関との連携、町民芸術劇場は子育てサークル

へ呼びかけ参加できている。放課後子どもプランはクラブ、スクールとも例年

程度各１６０人くらいの登録がある。青少年健全育成をすすめる会の夜間巡視

は幹事会で話し合いの結果、子どもの夜間外出が少ない現状から週１回職員の

みで実施したが夜間外出の子供は確認無かった。イラスト付標語は 12 日審査

会実施する。わくわく合宿は防災体験を実施。学校支援ボランティア募集して

いる。学校の年間ニーズを把握し対応を考えていく。 

第２副部会長： 公民館講座天体観望会は道新に掲載された月は参加者が多かっ

たので今後も情報提供していく。マイプランマイスタディはミニテニスクラブ

でそば打ち体験に一般参加を募り実施。女性学級は 8月に帯広研修実施。女性

連絡協議会は昨年 30周年を迎え活動を継続、女性協だよりを年 2回発行する。

いしずえ大学は新入生 10 人同窓生 18 人が入学し全体で 120 人が 10 年学んだ

あと同窓生としてさらに学んでいる。また公開講座は道民カレッジとし一般公 



内 容 

 開している。読み聞かせボランティアによる朝読書は年間 100回実施。すくす

く絵本事業は 7か月健診で案内し保護者自身で本を選べる制度。図書館まつり

今年は上小図書委員が読み聞かせを実施する。富良野沿線で DVD貸出事業を円

滑に多くの利用を望むため作品選定が課題。 

第３部会長：スポーツフェスタ南富良野ラフティング参加者は 6名、パークゴル

フは協会大会と重なり参加 0だったが、周知の工夫により昨年より参加が増え

反省が生かされた。社会教育関係職員研修は B&Gセンターインストラクター（名

称変更）に轟木主事が受講し水泳の指導に当たっている。スポーツ設備充実に

取り掛かり島津球場外野フェンス工事実施、パークゴルフ場芝維持管理にスプ

リンクラー設置し行き届いた管理がされている。 

仲島副委員長：富良野地区の視聴覚ライブラリーとは何か。 

事務局：図書館の貸出用 DVDと沿線 5市町村で資金を出し合い購入した 5セット

を 2か月ごと巡回し利用しようというもの。 

北向委員：利用方法は 

事務局：図書と同じように個人に 2泊 3日貸し出す。 

教育長：図書館に子育て家庭教育コーナーを設置したので記載する。 

稲毛委員長：その他について事務局より説明を求める。 

事務局：次回会議を 11月 26日(火)18時から予定。 

（終了) 

 

 

 


